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一
九
　
岩
村
右
近
書
翰

1
　
〔
明
治
五
年
〕

三
月
七
目

一
筆
啓
上
仕
侯
、
時
下
愈
御
清
適
被
成
御
奉
職
、
奉
敬
賀
候
、
小
生
二
も
去
月

七
日
着
縣
仕
候
、
護
程
時
分
事
務
差
湊
大
御
無
礼
申
上
、
出
立
之
日
一
寸
御
尋

仕
候
鹿
御
留
守
二
付
、
不
得
拝
顔
候
、
縣
下
之
事
も
漸
々
事
務
緒
二
就
キ
、
条

理
相
立
候
故
、
余
程
通
常
之
事
ハ
簡
易
二
相
成
、
近
日
長
日
を
苦
み
、
近
々
よ

り
管
内
巡
行
、
合
併
之
旧
縣
新
旧
之
分
別
相
立
、
其
連
く
改
革
を
加
、
五

六
月
道
二
者
一
通
取
纏
申
度
心
得
二
而
勉
働
罷
在
侯
、
余
り
先
を
相
願
侯
へ

共
、
六
七
月
比
ニ
ハ
色
々
伺
事
も
有
之
、
上
京
仕
候
含
二
付
、
府
下
な
れ
バ
無

此
上
、
責
而
府
下
近
傍
二
相
韓
度
、
今
度
追
ハ
色
々
事
情
も
有
之
、
壬
生
公

御
守
役
相
勤
候
へ
共
、
元
来
雪
国
寒
地
之
苦
困
者
真
二
暖
国
之
景
況
と
者
意
外

之
別
種
二
御
坐
候
、
近
日
者
遣
々
暖
氣
二
相
成
、
梅
花
相
開
至
シ
、
桜
桃
一
斉

二
不
日
可
開
氣
候
二
候
へ
共
、
絶
而
賞
花
之
地
茂
無
之
、
時
々
二
東
台
墨
田
之

花
を
想
像
罷
在
候
、
比
日
島
令
縣
地
通
行
之
御
、
儀
衛
等
之
鄭
重
、
真
二
藷
侯

初
而
襲
封
二
不
異
、
家
来
五
人
、
僕
一
二
人
、
妻
を
合
テ
女
五
人
、
惣
計
上
下
十

四
人
、
唐
櫃
井
引
馬
引
戸
駕
籠
夫
婦
二
挺
、
其
他
右
二
準
ス
、
岡
泊
之
山
形
泊

二
付
、
縫
三
里
之
道
程
二
而
十
字
二
着
い
た
し
候
故
、
定
而
隣
縣
之
事
故
、
何

乎
御
用
談
等
有
之
早
着
之
事
と
存
居
候
虚
、
何
之
御
用
談
筋
も
無
之
二
付
甚
怪

み
居
候
慮
、
后
後
承
候
へ
者
美
服
等
相
推
候
由
、
不
堪
一
笑
候
、
依
而
道
中
丈

之
不
足
次
三
百
両
二
不
下
と
算
計
仕
侯
、
余
ハ
後
便
、
萬
々
可
申
上
候
、
早
々

頓
首

　
　
三
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
村

　
江
藤
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
固
0
1
3
－
4
7
一



6o

　
　
編
者
註

　
　
①
岩
村
右
近
は
、
後
掲
二
〇
の
岩
村
定
高
（
一
八
二
八
－
一
八
九
九
）
と
同
一

　
　
　
人
物
。
佐
賀
藩
の
年
寄
、
参
政
、
家
令
を
歴
任
。
明
治
二
年
七
月
佐
賀
藩
権

　
　
　
大
参
事
、
同
年
八
月
開
拓
権
判
官
、
明
治
三
年
九
月
民
部
権
大
丞
、
明
治
四

　
　
　
年
八
月
山
形
県
大
参
事
、
十
一
月
同
県
参
事
、
明
治
五
年
九
月
一
二
重
県
参

　
　
　
事
、
明
治
八
年
十
二
月
三
重
県
令
、
明
治
十
七
年
七
月
元
老
院
議
官
。

　
　
②
壬
生
公
は
、
山
形
県
権
令
の
壬
生
基
修
（
一
八
三
五
－
一
九
〇
六
）
。

　
　
③
島
令
は
、
秋
田
県
権
令
（
明
治
四
年
十
二
月
－
同
五
年
六
月
）
の
島
義
勇
。

　
2
　
〔
明
治
一
一
一
年
〕
六
月
十
九
日

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
様
　
　
岩
村
右
近
」

明
廿
日
五
字
、
大
秘
言
様
被
為
召
候
条
、
溜
池
御
屋
形
御
出
参
可
被
成
候
、
以

上　
　
六
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
団
0
1
3
－
4
8
）

　
　
編
者
註

　
　
①
大
納
言
は
鍋
島
直
正
（
明
治
二
年
八
月
十
六
日
任
大
納
言
、
明
治
三
年
八
月

　
　
　
十
七
日
辞
表
聴
許
）
。

　
　
②
溜
池
御
屋
形
は
佐
賀
藩
中
屋
敷
（
現
財
務
省
印
刷
局
）
。
直
正
隠
居
後
の
屋

　
　
　
敷
と
な
っ
て
い
た
。

　
3
　
〔
明
治
三
年
〕
六
月
二
十
一
日

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
様
　
　
岩
村
右
近
」

明
廿
二
日
五
字
、
大
納
一
言
様
被
為
召
侯
条
、
御
屋
形
御
出
参
可
被
成
侯
、
以
上

六
月
廿
一
日

一
一
枚
一
七
㎝
困
O
ユ
3
－
4
9
）

　
4
　
〔
明
治
二
年
〕
八
月
二
十
八
日

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
　
岩
村
」

奉
拝
賀
候
、
然
ハ
小
生
一
昨
日
帰
着
、
未
今
日
造
者
不
参
罷
在
侯
へ
共
、
今
日

共
ハ
一
寸
拝
趨
之
含
之
鹿
、
雨
天
故
失
敬
仕
候
、
此
品
持
帰
候
故
、
進
呈
仕

候
、
い
つ
れ
拝
顔
、
萬
々
不
満
、
頓
首

　
　
八
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
七
㎝
囲
0
ユ
3
－
5
0
）

　
　
編
者
註

　
　
①
江
藤
は
明
治
二
年
一
月
か
ら
同
年
八
月
ま
で
佐
賀
に
滞
在
し
て
い
た
。

　
5
　
〔
明
治
二
年
〕
九
月
晦
日

　
蕃
封
一
「
江
藤
新
平
様
　
　
岩
村
右
近
」

正
四
位
様
益
御
機
嫌
能
、
本
月
十
八
日
　
御
着
藩
被
遊
侯
条
、
上
々
様
へ
明
朔

日
、
附
御
祝
儀
御
帳
二
而
申
上
侯
様
と
の
儀
御
座
侯
、
此
段
為
御
存
侯
也
、

　
　
九
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
ニ
ハ
㎝
囮
0
1
3
－
5
1
）

　
　
編
者
註

　
　
①
正
四
位
様
は
、
直
正
の
長
子
直
大
（
一
八
四
六
－
一
九
二
一
）
。
明
治
二
年

　
　
　
七
月
十
日
、
官
名
が
廃
せ
ら
れ
た
の
で
、
「
中
檀
言
様
」
（
直
正
）
を
「
従
二
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位
様
」
、
「
少
将
公
」
（
直
大
一
を
「
正
四
位
様
」
と
改
称
し
た
。
同
月
十
八

　
　
　
日
、
直
大
は
東
京
を
発
し
て
帰
国
の
途
に
就
い
た
。

　
6
　
＋
月
二
十
六
目

　
　
一
封
筒
一
「
江
藤
様
　
　
岩
村
」

今
午
後
第
一
字
頃
6
参
拾
間
募
里
御
臨
車
奉
願
候
、
勿
々
再
拝

　
　
十
月
廿
六
日

　
＾
裏
書
、
異
筆
）

　
弘
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
七
㎝
囮
0
1
3
1
5
2
）

　
　
編
者
註

　
　
①
参
拾
間
募
里
と
は
、
銀
座
三
丁
目
辺
り
に
あ
っ
た
「
三
十
間
堀
」
の
こ
と

　
　
　
か
。

　
7
　
〔
明
治
二
年
〕
十
二
月
二
十
九
目

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
　
岩
村
」

難
務
局
不
捌
二
而
大
延
引
仕
侯

　
　
十
二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囲
O
1
3
－
5
3
）

　
　
編
者
註

　
　
①
雑
務
局
は
明
治
二
年
三
月
制
定
の
藩
治
規
約
で
定
め
ら
れ
た
部
局
で
あ
っ

　
　
　
て
、
佐
賀
藩
の
金
穀
の
出
納
を
掌
っ
た
。

　
8
　
〔
明
治
二
年
〕
七
月
一
目

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
　
岩
村
」

舟
行
可
然
中
野
申
聞
候
問
、
佐
賀
御
出
浮
可
被
下
候

　
　
七
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
六
㎝
団
0
1
3
1
5
4
）

　
　
編
者
註

　
　
①
中
野
と
は
、
鍋
島
家
家
扶
の
中
野
数
馬
一
一
八
一
八
－
一
八
八
一
）
の
こ
と

　
　
　
か
。

　
9
　
一
目

　
　
藩
封
一
「
江
藤
様
　
　
岩
村
」

開
拓
使
官
員
山
口
邸
寄
合
、
段
々
隙
取
、
奉
恐
縮
候
、
尤
も
一
字
造
ニ
ハ
是

非
仕
舞
、
直
二
馬
上
よ
り
向
島
参
侯
問
、
御
先
御
出
可
被
下
候
、
已
上

　
　
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
囮
0
1
3
1
5
5
）

　
　
編
者
註

　
　
①
開
拓
使
官
員
山
口
と
は
、
権
大
主
典
の
山
口
顕
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。



血

二
〇
　
岩
村
定
高
書
翰

　
－
　
八
月
十
二
日

　
　
一
包
塑
「
江
藤
議
長
様
　
　
岩
村
定
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
安
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
　
　
岩
村

　
　
　
　
　
　
　
坐
右
　
　
　
　
　
　
」

比
日
ハ
乍
例
長
坐
仕
、
御
困
迫
被
成
候
義
と
奉
恐
縮
候
、
段
々
御
護
船
期
限
も

相
迫
、
公
私
御
多
端
之
事
と
奉
存
候
、
此
品
乍
麓
抹
今
度
持
帰
候
故
、
入
電
覧

侯
間
、
御
叱
止
被
下
候
半
ハ
添
奉
存
候
、
何
れ
一
両
日
中
拝
趨
、
余
者
萬
綾
可

申
陳
、
早
々
不
一
、
以
上

　
　
八
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
囮
0
1
3
－
5
6
）

二
一
　
岩
村
書
翰

　
1
　
〔
明
治
三
年
〕
十
月
十
五
日

　
　
塞
封
一
「
江
藤
中
辮
様
　
　
岩
村
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
復
　
　
　
　
　
」

御
華
墨
奉
拝
謂
候
、
頃
日
6
一
寸
拝
顔
と
存
居
候
へ
共
、

何
か
と
取
紛
、
殊

二
前
休
日
5
ボ
ー
ド
イ
ン
江
眼
病
治
療
相
頼
、
右
病
院
江
往
来
い
た
し
、
今
日

ハ
一
日
養
生
之
含
二
て
致
不
参
、
在
宿
仕
候
、
明
日
ハ
必
霊
巌
島
罷
出
可
申
、

余
ハ
拝
顔
、
萬
々

　
　
十
月
十
五
日

二
白
、
明
日
ハ
成
丈
朝
飯
後
早
々
二
可
致
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
囲
0
1
3
－
5
7
）

　
　
編
者
註

　
　
①
ボ
ー
ド
イ
ン
霊
目
旨
貝
ぎ
↓
昌
巨
ω
軍
昌
〇
一
ω
昌
ω
一
一
八
二
〇
－
一
八
八
五
）

　
　
　
は
オ
ラ
ン
ダ
医
。
文
久
二
年
に
来
日
し
、
幕
末
に
長
崎
の
医
学
校
で
教
え
た

　
　
　
が
、
明
治
二
年
よ
り
大
阪
仮
病
院
、
大
阪
陸
軍
病
院
に
勤
務
。
明
治
三
年
、

　
　
」
帰
国
を
前
に
し
て
横
浜
に
滞
在
、
ド
イ
ツ
軍
医
来
日
ま
で
の
間
、
大
学
東
校

　
　
　
で
教
え
、
同
年
閏
十
月
末
に
帰
国
。

二
二
　
上
野
景
範
外
務
少
輔
書
翰

　
1
　
〔
明
治
六
年
〕
七
月
二
十
八
日

　
　
塞
封
一
「
江
藤
参
議
殿
　
　
上
野
外
務
少
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
需
添
　
　
　
　
　
　
　
」

昨
日
花
房
大
丞
を
以
委
細
演
説
為
仕
置
候
英
国
訴
訟
取
調
委
員
之
義
、
別
紙
草

案
差
上
候
間
、
凡
右
之
意
を
以
早
々
被
仰
渡
候
様
仕
度
候
、
尤
司
法
省
お
ゐ
て

も
別
段
異
存
無
之
候
也

　
　
七
月
廿
八
日



江藤新平関係文書臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
5
8
）

編
者
註

①
上
野
景
範
二
八
四
五
－
一
八
八
八
一
は
明
治
前
期
の
外
交
官
。
明
治
五
年

　
十
一
月
外
務
少
輔
、
明
治
七
年
九
月
特
命
全
権
公
使
と
し
て
英
国
在
勤
、
明

　
治
十
三
年
二
月
外
務
大
輔
、
明
治
十
八
年
元
老
院
議
官
。

②
花
房
大
丞
、
名
は
義
質
（
一
八
四
一
丁
一
九
一
七
）
。
明
治
四
年
外
務
少
丞
、

　
同
五
年
外
務
大
丞
、
同
十
三
年
弁
理
公
使
と
し
て
朝
鮮
在
勤
。
明
治
四
十
四

　
年
枢
密
顧
問
官
。

関
連
史
料

①
明
治
六
年
九
月
五
日
「
大
隈
重
信
宛
玉
乃
世
履
書
翰
」
一
『
大
隈
重
信
関
係
文

　
書
二
」
一
八
○
頁
以
下
）

二
一
二
　
浦
久
平
書
翰

　
1
　
〔
明
治
一
一
一
年
〕
二
月
七
日

　
　
　
　
　
甲
芒
一

　
　
　
　
　
「
□
京
　
　
　
　
佐
賀
ム

　
　
一
封
筒
一
江
藤
新
平
殿
　
　
浦
　
久
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
用
　
　
　
　
封
印
⑳
」

一
筆
啓
上
仕
候
、
暖
和
相
成
候
虚
、
益
御
安
泰
被
成
御
座
、
恐
悦
奉
存
候
、
然

ハ
御
切
米
請
沸
残
銀
弐
百
六
拾
七
両
弐
分
弐
朱
余
、
取
引
帳
相
添
、
現
金
か
こ

文
箱
入
ニ
ノ
、
先
月
廿
一
日
占
重
松
基
吉
出
京
便
江
事
傳
差
上
置
候
付
而
ハ
、

最
早
御
落
手
可
被
成
与
奉
存
候
条
、
御
受
取
被
成
下
候
、
右
之
段
乍
御
面
倒
一

筆
被
仰
知
被
下
候
様
仕
度
候
、
當
節
富
岡
取
助
義
、
開
拓
方
御
用
向
二
付
被
罷

登
二
付
而
ハ
、
麦
元
大
一
体
之
振
合
等
、
尚
又
得
与
御
承
知
可
被
下
候
、
将
又

御
家
之
義
、
毎
往
申
上
置
候
通
、
當
今
之
形
勢
共
二
て
ハ
小
家
与
相
違
、
御
大

家
之
義
二
付
責
兼
、
右
御
直
段
金
之
義
二
候
慮
、
万
一
梅
雨
後
造
も
打
追
責

捌
相
付
兼
侯
ハ
・
、
修
覆
所
等
出
来
候
哉
も
難
斗
、
左
候
ヘ
ハ
思
様
不
弁
利
相

成
、
不
可
然
二
付
、
元
御
取
入
直
段
右
凡
一
二
四
十
金
程
見
切
、
責
捌
候
外
有

御
坐
間
敷
旨
、
折
角
相
良
通
り
談
合
罷
在
候
付
而
者
、
右
之
通
り
二
而
追
々
持

明
可
申
哉
奉
存
候
間
、
御
含
置
被
下
度
候
、
此
段
為
可
得
貴
慮
、
早
略
如
斯
御

座
候
、
書
余
期
后
音
候
、
恐
僅
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
久
平

　
　
二
月
七
日

　
江
藤
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
5
9
）

　
　
編
者
註

　
　
①
浦
久
平
は
、
江
藤
新
平
の
母
浅
子
一
浦
氏
一
の
縁
者
。
佐
賀
の
役
後
、
江
藤

　
　
　
の
遺
骸
を
木
角
蓮
成
寺
に
葬
っ
た
。

　
　
②
重
松
基
吉
（
一
八
二
四
｛
一
八
七
四
）
は
島
義
勇
の
次
弟
。
明
治
七
年
の
佐

　
賀
の
役
で
、
島
義
勇
・
副
島
義
高
の
両
兄
弟
と
共
に
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。

③
富
岡
取
助
は
佐
賀
藩
大
参
事
、
伊
万
里
県
権
大
参
事
、
山
梨
県
権
参
事
、
名

　
東
県
権
令
等
を
歴
任
し
、
明
治
九
年
熊
本
県
権
令
と
な
っ
た
富
岡
九
郎
左
衛

　
門
敬
明
（
一
八
二
二
｛
一
九
〇
九
）
の
こ
と
か
。

④
相
良
と
は
、
維
新
後
も
佐
賀
に
と
ど
ま
っ
て
大
弁
務
、
参
事
、
鍋
島
内
庫
所

　
顧
問
な
ど
を
務
め
た
相
良
宗
蔵
（
一
八
二
二
－
一
九
〇
四
）
の
こ
と
か
。
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二
四
　
栄
左
書
翰

ー
　
二
月
晦
日

昨
晩
ハ
尊
書
被
下
侯
処
、
他
出
中
遅
目
帰
宅
拝
調
仕
候
故
、
御
答
も
不
申
上
、

御
無
膿
仕
候
、
陳
ハ
御
談
之
儀
御
座
侯
而
、
今
朝
九
字
比
御
柾
駕
可
被
下
候

付
、
差
支
之
有
無
御
尋
之
趣
、
奉
敬
承
候
、
九
字
半
二
者
出
省
仕
候
半
而
不
叶

儀
御
座
候
二
付
、
其
思
召
二
而
少
し
御
引
上
ケ
御
光
臨
被
下
候
得
者
無
此
上
奉

存
候
、
尤
御
差
急
之
儀
二
も
無
御
座
候
半
者
、
拙
生
二
も
何
レ
之
道
参
殿
之
含

二
付
、
一
両
日
中
参
上
相
伺
候
様
可
仕
、
此
段
乍
延
引
貴
報
、
早
々
頓
首

　
　
二
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
左

　
江
藤
明
毫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
困
0
1
3
－
6
0
）

　
　
編
者
註

　
　
①
栄
左
は
佐
野
栄
寿
左
衛
門
常
民
（
一
八
二
二
－
一
九
〇
二
一
か
。

二
五
　
江
口
五
郎
書
翰

1
　
明
治
八
年
十
一
月
十
四
日

幸
便
二
付
致
啓
上
候
、
去
ル
十
二
日
、
長
崎
出
港
同
十
四
日
神
戸
着
岸
、
同
十

五
日
堺
縣
江
罷
越
積
二
御
座
候
、
其
御
地
エ
ハ
来
ル
ニ
十
四
五
日
比
二
も
相
成

事
与
奉
遠
察
候
間
、
其
思
召
可
被
下
候
、
い
つ
れ
上
京
之
上
萬
事
御
咄
申
上
義

二
御
座
候
、
左
様
御
承
知
可
被
成
下
侯
、
此
段
先
以
申
上
置
侯
也

　
八
年
十
一
月
十
四
日

熊
太
郎
様

編
者
註

①
江
口
五
郎
は
江
藤
新
平
の
妻
の
弟
。

②
熊
太
郎
は
江
藤
新
平
の
長
男
。

2
　
六
月
十
九
目

五
郎

（
一
枚
一
五
㎝
囮
0
1
3
－
6
1
一

一
筆
致
啓
上
候
、
霧
雨
之
節
二
御
座
候
処
、
御
一
統
様
弥
御
壮
健
可
被
成
御
座

奉
恐
賀
候
、
隻
元
二
も
不
相
愛
無
事
罷
在
候
間
、
左
様
御
安
心
可
被
成
候
、
然

ハ
梅
太
郎
始
メ
引
沸
之
醐
ハ
嚥
々
御
厚
配
之
程
奉
遠
察
候
、
御
地
出
護
之
末
海

陸
無
滞
廿
七
日
昼
髪
元
帰
村
、
御
地
模
様
委
細
承
知
、
借
又
廿
三
日
出
之
電
報

廿
六
日
落
手
拝
見
、
墨
沢
含
越
努
、
貴
所
様
石
御
書
中
与
不
合
致
、
愛
元
二
而

御
は
・
様
私
二
も
如
何
与
存
侯
故
、
墨
沢
江
相
談
、
先
以
佐
賀
店
罷
越
、
一
躰

私
出
佐
賀
前
二
も
侯
間
、
私
壱
人
彼
ノ
地
罷
出
相
良
江
参
り
候
得
者
遣
而
相
分

り
侯
故
、
貴
殿
二
者
髪
元
罷
在
侯
様
申
聞
侯
処
、
墨
沢
申
二
前
件
相
止
メ
侯
而

も
幸
イ
御
當
地
参
候
故
、
菩
参
与
し
て
同
伴
致
度
旨
相
談
有
之
、
三
十
日
右
出

佐
賀
、
着
懸
ケ
私
壱
人
相
良
江
罷
出
地
道
之
躰
二
而
参
り
侯
処
、
先
方
よ
り
金

員
仕
出
之
一
義
被
相
談
、
近
々
東
京
店
5
受
取
書
等
参
与
申
事
也
、
残
余
米
之

義
者
追
々
責
捌
次
第
仕
送
仕
筈
与
申
事
二
而
、
遣
与
安
心
仕
侯
、
早
速
前
件
梅

太
郎
其
外
下
着
之
御
報
申
上
筈
二
侯
処
、
彼
是
取
紛
失
念
仕
、
御
面
可
被
下
奉

願
上
候
、
惣
而
ハ
貴
所
様
二
者
当
分
御
帰
村
無
之
哉
、
私
二
も
堺
縣
井
其
地
罷

越
度
候
得
共
、
何
と
申
御
か
・
様
御
不
快
故
二
而
無
人
之
半
差
切
り
罷
越
侯
義

出
来
不
申
、
去
速
外
人
江
勿
論
之
義
頼
者
更
二
無
之
、
甚
以
心
痛
至
極
二
存
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候
、
當
分
御
帰
村
無
之
候
ハ
・
近
比
御
面
倒
な
が
ら
右
御
知
せ
被
下
度
御
相
談

申
上
候
、
其
上
な
が
ら
尚
勘
弁
も
有
之
候
故
、
其
思
召
可
被
下
侯
、
此
段
御
見

廻
砦
為
可
得
貴
意
如
斯
二
御
座
候
、
頓
首

　
　
第
六
月
十
九
［
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎

　
於
千
代
様

　
村
吉
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
五
㎝
団
0
1
3
－
6
2
）

　
　
編
者
註

　
　
①
「
於
千
代
」
は
江
口
五
郎
の
姉
で
江
藤
新
平
の
妻
。
「
村
吉
」
は
弟
。

　
　
②
相
良
は
前
出
の
相
良
宗
蔵
の
こ
と
か
。

二
六
　
江
口
村
吉
書
翰

1
　
〔
明
治
八
年
〕

十
月
二
十
二
日

簡
略
申
上
侯
、
別
封
大
意
御
元
へ
送
達
い
た
し
呉
候
様
、
今
廿
二
日
到
来
い
た

し
侯
二
付
、
則
郵
便
を
以
差
上
候
問
、
御
掌
落
相
成
度
奉
存
候
、
去
ル
三
日
附

之
御
状
廿
日
正
二
致
落
手
候
、
四
方
之
景
情
御
示
教
、
備
二
拝
讃
い
た
し
候
、

朝
鮮
之
云
々
ハ
実
事
二
有
之
、
現
二
其
時
ノ
我
死
人
者
長
崎
港
内
梅
ヶ
崎
ト
云

所
へ
葬
リ
タ
リ
、
余
条
ハ
後
便
二
譲
リ
候
、
扱
足
下
之
御
病
症
ハ
如
何
二
而
候

哉
、
御
書
中
ニ
テ
日
夜
甚
タ
安
カ
ラ
ス
、
苦
心
罷
在
候
、
御
養
生
御
専
一
奉
千

祈
万
祷
候
、
早
々
不
具

　
　
十
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
村
吉

　
江
藤
熊
太
郎
様

追
白
、
御
母
様
其
外
様
ニ
モ
御
変
障
モ
無
之
ト
考
察
罷
在
候
、
皆
様
へ
宜
ク
御

僅
言
御
頼
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
五
㎝
囲
0
1
3
－
6
3
）

　
　
編
者
註

　
　
①
「
朝
鮮
之
云
々
」
は
江
華
島
事
件
の
こ
と
。
『
郵
便
報
知
新
聞
」
明
治
八
年

　
　
　
十
月
二
日
号
に
「
我
雲
揚
艦
ハ
朝
鮮
ノ
京
城
二
接
近
セ
ル
江
華
近
海
二
投
錨

　
　
　
シ
テ
、
去
ル
廿
一
日
小
舟
ヲ
以
テ
江
華
湾
ヲ
測
量
セ
シ
ニ
、
海
岸
ノ
砲
台
ヨ

　
　
　
リ
発
砲
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
雲
揚
艦
ハ
之
二
応
ジ
テ
戦
ヲ
開
キ
、
兵
ヲ
率
ヒ
テ
上

　
　
　
陸
シ
、
其
砲
台
ヲ
乗
リ
取
リ
大
小
砲
井
セ
テ
七
十
挺
余
ヲ
分
捕
リ
セ
リ
。
我

　
　
　
水
夫
ノ
即
死
セ
ル
モ
ノ
一
人
ア
リ
」
と
死
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い

　
　
　
る
。

　
　
②
「
梅
ヶ
崎
」
は
長
崎
深
堀
の
隣
接
地
で
墓
地
が
あ
る
と
こ
ろ
。

2
　
九
月
十
日

拝
呈
、
大
分
秋
冷
相
催
申
候
、
昨
九
日
福
岡
氏
始
皆
々
一
同
帰
途
、
芳
濱
与
歎

申
宿
之
最
寄
之
野
邊
二
而
御
一
統
様
へ
御
行
合
申
、
即
場
決
儀
、
私
事
引
戻
し

御
供
仕
、
無
異
義
、
當
温
泉
場
御
着
、
冨
士
屋
御
止
宿
相
成
居
申
候
、
宜
キ
時

分
之
御
催
立
二
而
御
座
侯
ヘ
ハ
、
期
日
御
帰
京
之
節
ハ
吃
度
頭
相
立
可
申
事
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

奉
存
候
、
明
十
一
日
5
□
川
帰
邸
二
而
、
皆
様
御
安
着
之
旨
奉
報
玉
床
下

候
、
此
段
拙
筆
、
恐
僅
頓
首

　
　
九
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
村
吉

　
江
藤
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
囲
0
1
3
－
6
4
一
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二
七
　
江
口
美
房
書
翰

1
　
〔
明
治
一
一
年
〕

一
月
一
一
十
八
日

拝
啓
、
宜
御
清
祥
可
被
成
御
座
奉
恐
賀
候
、
然
ハ
去
廿
一
日
横
濱
出
帆
、
廿
五

日
長
崎
着
之
御
報
、
則
日
郵
便
よ
り
申
上
置
侯
得
ハ
、
定
而
御
承
諾
被
下
侯
義

二
奉
存
候
、
翌
廿
六
日
5
同
所
護
途
、
廿
七
日
髪
元
到
着
仕
候
、
先
生
二
も

別
而
御
平
安
二
而
何
之
御
滞
も
無
之
、
先
ハ
御
安
意
可
被
成
候
、
当
方
二
於
テ

ハ
更
二
御
心
遣
二
及
不
申
候
二
付
、
皆
様
江
も
御
安
心
被
成
戻
様
卸
僅
言
奉
希

　
　
　
　
　
　
　
　
一
探
カ
一

侯
、
御
轄
宅
ハ
両
国
□
川
ハ
不
可
然
と
熟
考
仕
候
、
先
ハ
着
之
御
知
セ
造
、

早
略
御
報
仕
義
御
座
候
、
尚
奉
期
後
便
候
、
頓
首

　
　
一
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
美
房

　
志
波
原
高
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
ニ
ハ
㎝
匝
0
1
3
－
6
5
）

　
　
編
者
註

　
　
①
「
志
波
原
高
兄
」
と
は
江
藤
新
平
妻
「
於
千
代
」
の
弟
江
口
八
太
夫
の
こ
と

　
　
　
か
。

二
八
　
川
口
屋
源
作
書
翰

1
　
五
月
八
日

一
書
奉
啓
上
候
、
暖
氣
日
二
増
相
成
候
鹿
、
　
御
全
家
様
益
御
機
嫌
能
可
被
成

御
座
、
弥
重
奉
拝
賀
候
、
次
二
私
二
も
去
秋
以
来
伊
萬
里
縣
魔
之
諸
色
御
用
聞

相
勤
、
御
蔭
二
不
相
替
勉
強
仕
候
居
、
乍
悼
左
様
御
安
心
可
被
下
侯
、
附
而
ハ

元
鹿
嶋
縣
士
松
村
操
一
ト
申
人
、
前
邊
6
之
知
音
二
而
、
同
人
義
當
節
東
京

被
指
越
、
是
非
　
尊
所
様
江
得
拝
謁
、
御
高
話
拝
聴
仕
度
旨
、
頻
二
沙
汰
相

成
、
若
哉
同
人
御
伺
被
申
候
ハ
・
御
面
會
被
下
度
、
於
私
二
も
伏
テ
奉
願
義
二

御
座
候
、
此
段
同
人
5
任
相
談
、
愚
書
奉
指
上
侯
間
、
是
非
二
一
返
成
共
御

面
談
被
下
度
、
幾
重
二
も
御
槌
仕
義
御
座
侯
、
早
々
頓
首
、
再
拝

　
　
五
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
源
之
進
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
作

江
藤
新
平
様

伊川肥

里屋前

編
者
註

①
江
藤
源
之
進
は
新
平
の
弟
。

2
　
＋
一
一
月
一
日

一
一
枚
一
八
㎝
固
O
1
3
－
6
6
一

別
紙
二
而
申
上
候
、
昨
三
十
日
晩
5
此
者
さ
し
立
候
積
り
之
鹿
、
一
昨
廿
九

日
二
大
阪
府
5
御
用
手
紙
参
リ
候
故
、
昨
三
十
日
昼
出
頭
仕
候
慮
、
同
府
之

十
五
等
出
仕
被
仰
付
、
其
上
郡
務
掛
り
被
申
付
候
、
左
候
へ
者
御
蔭
二
月
給
も

拾
弐
圓
ツ
・
頂
戴
仕
候
通
二
相
成
候
、
左
様
思
召
可
被
下
候
、
何
卒
此
節
蓮
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之
御
難
題
御
聞
濟
被
下
候
様
、
幾
重
に
も
御
槌
り
申
上
候
、
惣
し
て
ハ
其
御
方

様
二
此
者
御
入
用
ど
も
候
ハ
・
一
先
帰
り
侯
上
直
二
さ
し
上
申
侯
間
、
如
何
様

共
思
召
次
第
可
仕
候
、
先
者
荒
々
目
出
度
、
か
し
く

　
　
十
二
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
作

　
於
千
代
様

尚
々
、
新
平
様
且
又
御
母
様
へ
も
其
段
御
通
し
可
被
下
候
、
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
困
0
1
3
－
6
7
）

3
　
五
月
二
目

（
包
紙
上
書
）

　
　
　
　
　
　
　
一
ヤ
プ
レ
一

「
東
京
糀
町
七
丁
　
□

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヤ
プ
レ
一

　
　
　
江
藤
新
平
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
写
止

　
　
　
　
　
　
　
　
要
□

一
包
紙
裏
上
書
一
「
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヤ
プ
レ
一

　
　
　
　
　
⑳
五
月
□
□
□
□
襲
ス

一
包
塑
「
江
藤
御
主
人
様
　
御
宿
元
」

＾
ヤ
プ
レ
一

□
□
里
黒
尾
町

　
　
　
江
藤
源
作

　
　
　
平
信
封
㊥

」

奉
拝
呈
候
、
御
弁
當
之
義
者
追
附
可
奉
献
、
御
燗
草
丈
ハ
只
今
為
持
差
上
侯
、

扱
昨
夜
御
返
事
申
上
候
節
、
小
三
様
怪
我
被
成
候
事
ハ
御
承
知
被
成
下
候
哉
、

尤
左
程
重
き
御
事
二
而
者
無
御
座
、
此
段
草
々
頓
首

　
　
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
団
0
1
3
1
6
8
一

　
　
編
者
註

　
　
①
「
小
三
」
と
は
江
藤
新
平
の
三
男
小
三
郎
の
こ
と
。

二
九
　
江
藤
新
平
書
翰

1
　
明
治
一
一
一
年
三
月
二
十
二
目

當
月
廿
一
日
私
家
来
所
用
有
之
、
八
官
町
筋
差
遣
侯
帰
途
、
第
壱
番
之
御
門
鑑

壱
枚
致
紛
失
侯
二
付
、
心
当
所
々
相
尋
侯
得
共
、
何
分
見
当
不
申
奉
恐
入
侯
、

依
之
進
退
奉
伺
候
、
以
上

　
　
午
三
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
中
辮

　
辮
　
官

　
　
御
　
中

（
欄
外
回
答
〕

取
落
候
者
謹
慎
五
口
］
可
申
付
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
6
9
）

編
者
註

①
「
八
官
町
筋
」
は
銀
座
八
丁
目
。

関
連
史
料

①
「
御
門
鑑
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
年
三
月
、
「
十
御
門
印
鑑
ノ
事
」
の
布

　
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「
来
十
日
以
後
、
外
櫻
田
門
　
和
田
倉
　
馬
場
先

　
日
々
谷
　
数
寄
屋
橋
　
鍛
治
橋
　
呉
服
橋
　
常
盤
橋
　
神
田
橋
　
一
橋
、
右

　
十
御
門
、
夜
五
ツ
時
〆
切
、
無
印
鑑
通
行
不
相
成
候
二
付
テ
ハ
、
先
般
御
布

　
令
相
成
侯
諸
般
小
印
出
来
侯
迄
ハ
、
從
前
用
來
侯
藩
印
六
拾
枚
宛
、
來
八
日

　
迄
二
兵
部
省
へ
差
出
可
申
事
」
「
同
上
、
右
十
御
門
、
夜
五
ツ
時
〆
切
後
、

　
官
員
判
任
以
下
其
鎗
士
庶
人
、
無
印
鑑
通
行
不
相
成
候
事
」
（
『
維
新
日
誌
巻

　
四
』
（
静
岡
県
郷
土
研
究
会
）
。



α

2
　
明
治
四
年
二
月
十
一
日

御
管
内
武
州
多
摩
郡
阿
佐
ヶ
谷
村
百
姓
秋
元
伊
兵
衛
娘
縁
組
送
籍
云
々
御
問
合

之
趣
承
知
之
、
就
而
者
私
家
来

候
、
此
段
御
答
仕
候
也

　
　
辛
未
二
月
十
一
日

　
品
川
縣
魔

　
　
　
　
御
中

3
　
明
治
六
年
五
月
十
二
日

二
御
示
之
加
藤
栄
次
郎
与
申
名
前
之
者
無
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
中
辮

　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
7
0
）

本
月
三
日
附
貴
翰
ヲ
以
テ
今
般
拙
者
義

天
皇
陛
下
ノ
特
命
ニ
ヨ
リ
参
議
二
被
任
候
事
御
祝
賀
被
成
下
、
御
厚
誼
恭
存

候
、
右
御
挨
拶
可
得
御
意
、
如
此
御
座
侯
、
以
上

　
　
明
治
六
年
五
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
議
江
藤
新
平

　
佛
國
代
理
公
使

　
　
コ
ン
ト
　
ド
　
チ
ュ
レ
ン
ヌ
閣
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
二
八
㎝
　
囲
0
1
3
－
7
1
一

　
　
編
者
註

　
　
①
コ
ン
ト
・
ド
・
チ
ュ
レ
ン
ヌ
の
明
治
六
年
五
月
三
日
附
祝
賀
書
翰
は
、
団
0

　
　
　
1
3
－
2
0
4
に
存
在
す
る
。

4
　
明
治
六
年
七
月
二
十
九
日

権
大
判
事
玉
乃
世
履
、
當
分
外
務
省
御
用
掛
二
て
英
国
商
人
よ
り
日
本
政
府
へ

封
し
侯
訴
訟
之
讃
擦
取
調
候
様
可
被
仰
付
二
就
て
ハ
、
右
取
調
之
事
務
造
御

達
相
成
候
て
ハ
鎧
裁
不
可
然
義
二
付
、
本
人
江
ハ
御
用
掛
之
辞
令
而
已
御
渡
可

相
成
候
間
、
取
調
之
件
ハ
其
長
官
口
達
二
而
可
然
候
、
尤
御
用
相
済
候
ハ
・
其

旨
御
上
申
次
第
可
被
免
候
、
此
段
及
御
掛
合
候
也

　
　
七
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
参
議

　
上
野
外
務
少
輔
殿

（
貼
付
一

御
書
面
之
趣
異
存
無
之
候
間
、
早
々
御
沙
汰
相
成
候
様
致
度
、
此
段
及
御
答
候

也　
　
七
月
廿
九
日
　
　
上
野
外
務
少
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
八
㎝
　
囮
0
1
3
－
7
2
）

　
　
編
者
註

　
　
①
玉
乃
世
履
（
一
八
二
五
－
一
八
八
六
一
、
明
治
前
期
の
司
法
官
。
明
治
四
年

　
　
　
八
月
司
法
中
判
事
、
十
一
月
司
法
権
大
判
事
、
明
治
六
年
七
月
外
務
省
御
用

　
掛
、
明
治
七
年
三
月
「
英
国
人
民
ヨ
リ
我
政
府
二
対
ス
ル
訴
訟
七
件
裁
決
ノ

　
儀
委
任
」
、
明
治
十
一
年
九
月
大
審
院
長
。

関
連
史
料

①
明
治
六
年
七
月
二
十
九
日
附
福
岡
孝
弟
の
江
藤
宛
書
翰
囲
0
1
3
－
6
5
9
。

　
「
権
大
判
事
玉
乃
世
履
、
當
分
外
務
省
御
用
掛
英
国
訴
訟
讃
撮
取
調
可
被
仰

　
付
二
付
、
本
人
ヘ
ハ
御
用
掛
辞
令
而
已
御
渡
二
相
成
、
取
調
之
件
ハ
長
官
口

　
達
二
而
可
然
云
々
御
達
之
趣
致
承
知
候
、
固
ヨ
リ
於
當
省
異
存
無
之
候
間
、
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此
段
御
答
申
進
侯
也
、

参
議
殿
」

5
　
正
月
晦
目

一
巻
封
一
「
副
島
明
府

六
年
七
月
二
十
九
日
　
司
法
大
輔
福
岡
孝
弟
、

江
藤
新
平
拝

閣
下
　
　
　
　
　
　
」

江
藤

拝
啓
、
未
タ
多
忙
中
二
而
御
伺
も
不
仕
、
富
以
御
失
穗
、
奉
背
本
意
候
、
志
か

れ
ハ
此
不
膜
物
備
御
覧
間
、
御
笑
留
被
下
侯
ハ
・
大
慶
奉
存
候
、
此
旨
得
芳
慮

度
、
早
々
再
拝

　
　
正
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
囲
0
1
3
－
7
3
）

6
　
〔
明
治
一
一
年
〕

二
月
二
十
一
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
儀

東
京
麻
判
事
兼
會
計
官
判
事
被
　
仰
付
置
、
難
有
奉
存
侯
、
然
鹿
母
親
儀
旧
冬

6
大
病
相
煩
居
候
付
、
今
一
磨
致
面
會
度
旨
、
國
許
よ
り
申
越
候
、
就
而
者
甚

奉
恐
入
候
得
共
、
日
数
五
十
日
之
御
暇
被
差
免
被
下
度
奉
願
候
、
右
者
御
用
多

端
之
御
半
、
甚
以
恐
縮
之
至
二
奉
存
候
得
共
、
親
子
之
情
合
難
黙
止
次
第
二

付
、
何
卒
願
之
通
被
　
仰
付
被
下
度
偏
二
奉
願
候
、
以
上

　
　
二
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
五
位

　
辮
事
御
中

一
欄
外
回
答
一

願
之
通
御
暇
被
下
侯
事

7
　
四
月
三
十
日

二
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
7
4
）

拝
啓
、
欝
陶
敷
天
氣
二
而
御
坐
候
慮
、
倍
御
清
穆
之
筈
奉
大
賀
侯
、
然
者
弟
義

昨
日
来
溝
下
、
夜
前
5
四
五
行
水
潟
仕
リ
、
今
日
者
身
髄
甚
疲
舘
、
今
一
日
丈

加
養
仕
度
奉
存
侯
、
此
段
宜
敷
思
召
置
可
被
下
候
、
早
々
頓
首
、
再
拝

　
　
四
月
柑
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
7
5
）

8
　
〔
明
治
三
年
〕

四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
儀

椛
町
七
丁
目
阿
部
志
津
麿
跡
屋
鋪
拝
昔
被
　
仰
付
置
候
、
今
般
沸
下
ケ
被
仰
付

度
奉
願
候
、
惣
而
者
代
金
之
儀
者
御
規
則
之
通
相
納
可
申
奉
存
侯
、
以
上

　
　
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
中
弁

　
東
京
府

　
　
　
御
中

（
欄
外
回
答
〕

豚書
面
家
作
見
積
直
段
金
四
百
式
拾
壱
両
三
分
銀
五
匁
二
而
御
沸
下
ケ
相
成
候



η

間
、
御
定
之
通
、
月
賦
を
以
可
相
納
事

　
但
納
方
讃
文
等
之
儀
者
邸
宅
掛
江
可
引
合
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
7
6
）

編
者
註

①
江
藤
は
明
治
五
年
正
月
、
隣
地
で
空
地
に
な
っ
て
い
た
元
松
江
県
上
邸
千
四

　
百
四
十
九
坪
余
も
東
京
府
よ
り
借
り
受
け
た
。

関
連
資
料

①
十
一
月
五
日
の
東
京
布
達
「
邸
宅
沸
下
代
金
月
不
納
ノ
分
、
来
ル
十
二
日
當

　
府
出
納
掛
へ
上
納
可
致
候
様
、
比
如
及
御
達
候
也
、
十
一
月
五
日
、
東
京

　
府
、
江
藤
新
平
殿
」
一
団
9
5
9
i
3
）
。

9
　
五
月
三
日

悪
封
一
「
御
内
披
」

拝
啓
、
時
下
倍
御
清
穆
之
筈
奉
大
賀
候
、
然
者
御
手
透
も
御
座
侯
ハ
　
　
今
夕

御
来
臨
被
下
度
奉
願
候
、
尤
只
今
5
閑
暇
罷
在
候
、
此
段
早
々
頓
首

　
　
第
五
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囮
0
1
3
－
7
7
一

10

〔
明
治
二
年
〕
十
二
月
二
十
三
日

右
御
膿
奉
申
上
候
、
宜
御
執
奏
奉
願
侯
、

　
　
十
二
月
廿
三
日

已
上

（
一
枚
一
九
㎝

江
藤
中
辮

囲
0
1
3
i
7
8
一

編
者
註

①
明
治
二
年
十
二
月
二
十
日
、
江
藤
新
平
は
東
京
・
溜
池
に
て
暴
漢
に
襲
わ
れ

　
て
創
を
受
け
、
そ
の
た
め
に
明
治
天
皇
が
二
十
二
日
に
宮
内
省
を
通
じ
菓
子

　
折
を
見
舞
と
し
て
贈
っ
た
。
こ
の
書
翰
は
そ
の
礼
状
で
あ
ろ
う
。
宮
内
省
か

　
ら
の
見
舞
状
「
所
労
之
趣
被
　
聞
食
候
二
付
、
為
御
尋
御
菓
子
一
折
賜
候
旨

　
被
仰
出
侯
、
価
差
進
侯
也
、
十
二
月
廿
二
日
、
宮
内
省
、
江
藤
中
辮
殿
」

　
が
囮
9
0
9
－
4
6
に
残
っ
て
お
り
、
そ
の
写
真
が
『
江
藤
南
白
　
上
巻
』

　
四
四
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

■
　
一
日

拝
啓
、
快
雨
二
而
凌
克
御
坐
候
、
倍
御
清
穆
被
成
御
起
居
大
賀
候
、
先
日
者
乍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
馳
一

例
御
面
倒
罷
成
、
程
々
御
地
走
頂
戴
深
々
奉
謝
候
、
今
日
6
洋
学
能
會
二
付
、

琢
児
差
出
候
間
、
尚
又
宜
敷
御
愉
頼
仕
侯
、
鳥
渡
御
辞
参
上
可
仕
筈
二
而
侯

慮
、
何
欲
二
而
不
克
其
儀
、
琢
児
の
ミ
差
出
申
候
、
蕃
客
へ
謝
金
其
外
と
し
て

五
圓
為
封
差
上
候
間
、
是
又
宜
敷
御
取
計
被
下
度
、
乍
恐
奉
願
候
、
頓
而
御
礼

ま
て
、
早
略
、
頓
首
、
謹
言

　
一
ヤ
プ
と

　
　
□
　
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
八
㎝
囮
0
1
3
－
7
9
一

不
存
寄
御
菓
子
頂
戴
被

仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、

私
儀

出
勤
之
上
御
稽
可
奉
申
上
候
得
共
、
不
取
敢
以
名
代

1
2
　
〔
慶
応
四
年
〕

一
掛
り
役
之
儀
ハ
左
之
通
被
仰
付
方
二
而
ハ
無
御
坐
哉

　
　
　
　
　
貸
付
方
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典
力
　
二
人

　
　
　
　
　
　
同
心
　
三
人

　
右
者
市
政
5
兼
勤
、
且
輿
力
之
儀
ハ
調
役
之
内
5
被
仰
付
候
事

　
　
　
　
　
　
貸
付
方
御
用
懸
り

　
　
　
　
　
　
　
伊
東
八
兵
衛

　
右
者
一
般
與
力
上
席
、
調
役
典
力
次
席
被
仰
付
方
二
而
可
有
之
事

　
　
　
　
　
　
貸
付
方
吟
味
役

　
　
　
　
　
　
　
勘
定
役
壱
人

　
右
者
元
幕
府
之
時
目
見
以
上
之
も
の
二
付
而
者
調
役
典
力
上
席
ハ
固
り
之
事
、

　
左
候
而
當
局
貸
付
運
ヒ
方
二
付
而
者
眼
前
之
処
宜
敷
様
二
し
て
、
會
計
運
動

　
之
大
体
二
付
而
不
可
な
る
儀
有
之
哉
も
難
計
二
付
、
貸
付
方
懸
り
被
仰
付
度

　
　
　
　
　
　
民
政
所

　
　
　
　
　
　
　
権
判
事
試
補

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
庄
三
郎

　
右
者
是
道
督
府
応
接
方
頭
取
二
付
、
會
計
局
権
判
事
試
補
貸
付
方
懸
り
被
仰

　
付
度
、
右
者
當
節
伊
勢
屋
八
兵
衛
5
銀
納
、
内
輪
右
余
程
之
蓋
力
有
之
、

　
此
後
之
運
方
も
心
得
有
之
二
付
、
前
件
之
通
被
仰
付
度
事

　
　
　
　
　
一
判
読
不
聾

　
御
存
寄
も
□
□
□

右
之
通
急
々
夫
々
相
運
ヒ
侯
様
有
御
座
度
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
新
平

　
北
島
千
太
郎
様

　
島
團
右
衛
門
様

　
横
川
源
蔵
様

此
廉
五
十
人
扶
持
不
被
下
侯
、
後
来
功
業
相
見
候
ハ
・
三
人
扶
持
位
者
被
下
候

而
も
可
燃
欲
、
訳
ハ
扶
持
方
と
申
候
得
者
、
永
世
二
相
懸
り
候
付
、
等
閑
に
難

被
下
、
此
事
土
方
井
懸
り
興
力
佐
久
間
弥
太
吉
へ
可
申
通
置
御
取
止
二
相
成
侯

間
、
御
達
シ
無
之
候
、

其
外
廉
々
ハ
無
擦
次
第
二
付
御
免
被
成
候
方
二
而
可
有
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
1
8
0
）

　
　
編
者
註

　
　
①
北
島
千
太
郎
（
一
八
四
二
－
一
八
七
七
一
、
講
は
秀
朝
、
水
戸
藩
士
。
慶
応

　
　
　
四
年
五
月
民
政
裁
判
所
判
事
助
勤
、
六
月
江
戸
鎮
台
府
判
事
、
十
月
東
京
府

　
　
　
知
事
、
明
治
五
年
和
歌
山
県
権
令
、
明
治
六
年
和
歌
山
県
令
、
明
治
七
年
佐

　
　
　
賀
県
令
、
明
治
九
年
長
崎
県
令
。

　
　
②
島
團
右
衛
門
は
既
出
の
島
義
勇
。

　
　
③
横
川
源
蔵
は
、
慶
応
四
年
七
月
の
時
点
で
、
北
島
と
同
じ
く
東
京
府
の
民
政

　
　
　
兼
会
計
輔
助
。

13

七
月
二
十
九
日

（
巻
封
）

「
山
口
市
郎
様

　
　
品
物
添

江
藤
新
平

」

　
　
口
上

拝
啓
、
明
朝
6
御
護
程
二
而
ハ
、
御
公
私
御
用
撫
々
御
多
忙
奉
存
候
、
此
品

到
而
麓
抹
二
御
坐
候
へ
共
、
入
御
覧
候
間
、
御
笑
留
被
下
候
得
者
、
大
慶
奉
存

候
、
此
旨
得
貴
慮
度
、
早
々
、
頓
首
再
拝

　
七
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
匝
O
1
3
－
8
1
一



ρ

14

編
者
註

①
山
口
市
郎
は
鍋
島
直
正
の
近
侍
長
、

　
と
か
。

〔
明
治
二
年
三
月
〕

鍋
島
家
家
扶
を
勤
め
た
山
口
一
郎
の
こ

一
筆
致
啓
上
候
、
春
暖
相
成
候
鹿
、
御
全
家
様
倍
御
安
泰
被
成
御
坐
、
弥
重
奉

賀
上
候
、
麦
許
二
も
皆
々
無
事
罷
在
候
間
、
乍
揮
御
安
慮
可
被
下
候
、
然
者
私

儀
當
月
十
五
日
、
准
國
老
准
國
老
ハ
當
節
着
座
を
御
改
相
成
候
唱
号
二
而
御
座
候
二
被
仰

付
、
参
政
被
仰
付
、
最
前
被
下
置
候
五
人
御
扶
持
御
切
米
二
被
卯
付
被
下
置
、

御
加
米
之
上
、
今
又
百
二
十
一
石
合
テ
百
五
十
石
拝
領
被
　
仰
付
、
難
有
仕
合

奉
存
候
、
此
旨
御
吹
聴
為
可
仕
、
如
斯
御
座
候
、
恐
憧
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
囲
0
1
3
－
8
2
一

　
　
編
者
註

　
　
①
佐
賀
藩
政
時
代
に
は
三
家
・
親
類
以
外
に
、
親
類
同
格
・
連
判
－
加
判
・
著

　
　
　
座
・
准
著
座
・
物
頭
・
士
・
手
明
鑓
の
七
階
級
が
あ
っ
た
。

三
〇
　
榎
本
書
翰

1
　
明
治
六
年
十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
記

一
金
九
十
弐
圓
也

但
御
預
り
金
弐
千
三
百
圓
口
、

　
　
内

七
月
右
十
二
月
迄
六
ケ
月
分
年
八
分
利
足

金
五
圓
冊
三
銭
四
厘

金
四
圓
也

金
弐
拾
六
圓
也

金
弐
圓
六
十
六
銭
六
厘

　
　
右
一
金
三
拾
八
圓
也

差
引
而

　
金
五
拾
四
圓
也

右
之
通
利
足
金
仰
渡
申
候

已
上

　
酉
十
二
月
廿
八
日
　
榎
本

江
藤
様

2
　
＋
二
月
二
十
八
目

内
渡
金
弐
百
圓
、
九
月
6
＋
二
月
迄
、

足
引

内
渡
百
五
十
圓
、
九
月
6
＋
二
月
迄
、

足
引

内
渡
千
三
百
圓
、
十
月
5
＋
二
月
迄
、

同
断

内
渡
弐
百
圓
、
十
一
月
6
＋
二
月
迄
、

同
断

u禾u禾右右

一
一
枚
一
七
㎝
困
0
1
3
－
8
3
一

　
　
　
　
　
　
換
舌

尊
墨
拝
見
仕
候
、
先
以
御
勇
剛
奉
賀
上
候
、
然
ハ
別
帳
之
内
6
御
渡
金
之
儀

被
仰
付
奉
畏
候
、
則
利
束
取
調
金
五
百
四
圓
奉
差
上
侯
問
、
御
落
手
可
被
下

候
、
右
二
而
一
先
皆
済
相
成
侯
間
、
御
突
合
被
遊
度
奉
存
候
、
猶
不
日
拝
眉
可

申
上
、
御
受
迄
如
此
御
座
候
、
頓
首



　
十
二
月
廿
八
日

江
藤
様

　
　
　
　
尊
下

榎
本
拝

一
一
枚
一
七
㎝
困
0
1
3
－
8
4
）

明
治
六
年
癸
酉
七
月
十
五
日

　
　
江
藤
新
平
様

　
　
　
二
白

先
書
二
御
願
申
上
候
義
、

園
城
寺
杢
内

何
卒
御
取
立
ノ
程
偏
二
奉
願
候
、
早
々

　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
五
㎝
囮
O
1
3
－
8
5
一

三
一
　
円
城
寺
杢
内
書
翰

江藤新平関係文書乃

1
　
明
治
六
年
七
月
十
五
日

向
暑
ノ
御
二
御
座
候
所
、
益
御
荘
勇
被
遊
御
座
、
恐
悦
至
極
二
奉
拝
賀
候
、
随

而
僕
二
茂
無
事
二
相
暮
罷
在
候
、
乍
失
敬
御
休
意
可
被
成
下
、
就
而
者
先
暁
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
到
一

札
差
上
候
が
御
落
手
程
覚
束
な
く
奉
存
上
候
、
依
之
此
節
ノ
書
状
至
着
仕
候
次

第
、
乍
御
面
働
様
何
卒
一
紙
被
下
置
候
様
、
偏
二
奉
希
候
、
且
又
乍
恐
愚
意
ヲ

奉
申
上
候
、
其
趣
意
者
、
於
國
元
二
酒
屋
油
屋
其
外
諾
商
責
ノ
税
金
存
外
二
相

懸
り
候
、
是
壱
ツ
、
又
御
上
納
升
敷
元
國
升
二
而
四
斗
三
升
ツ
・
入
、
御
上
二

者
四
斗
二
相
立
侯
由
瀧
二
承
り
候
、
右
二
ヶ
條
何
共
落
付
が
た
く
、
右
等
之
義

者
阿
な
た
様
方
之
御
議
定
ノ
上
御
布
達
二
相
成
侯
哉
、
よ
も
左
様
二
雨
者
御
座

有
間
舗
、
是
者
其
縣
々
々
二
而
ノ
役
人
之
私
意
ヲ
行
イ
候
ハ
ン
も
難
計
存
侯

故
、
乍
失
敬
愚
意
ヲ
奉
申
上
候
、
然
し
今
専
御
改
政
ノ
御
半
二
御
座
候
得
者
、

税
金
多
分
二
相
懸
候
而
も
萬
民
帰
伏
仕
、
妙
政
も
御
座
候
や
、
乍
去
古
語
二
も

ケ
ン権

量
ヲ
謹
メ
与
あ
れ
ば
、
僕
ニ
ハ
如
何
二
も
し
而
民
安
堵
の
御
政
コ
ト
こ
そ
偏

二
奉
歎
願
而
已
、
誠
二
ヶ
様
之
事
共
申
上
る
義
、
恐
多
ク
御
座
候
得
共
、
昔

6
御
心
安
侭
失
敬
仕
候
段
、
真
平
御
用
捨
ノ
程
偏
二
奉
希
上
候

三
二
　
大
木
喬
任
書
翰

1
　
五
月
七
日

一
封
筒
上
書
一
「
江
藤
様

　
　
　
　
　
急
状
也

一
巻
封
一
「
呈
上
　
至
急
」

木
戸
只
今
被
罷
出
二
付
、

　
　
五
月
廿
日

江
藤
様

大
木
拝

」

則
御
光
駕
奉
願
候
、
其
余
者
拝
顔
上
、

萬
々
、
頓
首

大
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
二
〇
㎝
困
0
1
3
1
8
6
）

編
者
註

①
大
木
喬
任
一
一
八
三
二
；
一
八
九
九
）
は
佐
賀
藩
士
で
、
慶
応
四
年
閏
四
月

　
徴
士
。
参
与
・
外
国
事
務
局
判
事
、
京
都
府
判
事
、
軍
務
官
判
事
、
同
年
九

　
月
議
事
体
裁
取
調
御
用
、
十
二
月
東
京
府
判
事
、
明
治
三
年
民
部
大
輔
、
明



　
治
四
年
民
部
卿
、
初
代
文
部
卿
、
教
部
卿
な
ど
を
歴
任
し
て
、
明
治
六
年
参

　
議
と
な
っ
た
。

②
木
戸
孝
允
一
一
八
三
三
；
一
八
七
七
一
は
長
州
藩
士
で
、
慶
応
四
年
正
月
徴

　
士
、
閏
四
月
参
与
、
明
治
三
年
六
月
参
議
。

2
　
＋
一
月
十
一
日

塞
封
一
「
江
藤
新
平
様

急
用

大
木
民
平

」

今
日
者
件
々
御
相
談
仕
度
御
坐
候
二
付
、
東
京
府
へ
朝
五
ツ
時
よ
り
御
出
仕
被

下
度
、
北
島
5
御
談
じ
遣
シ
可
申
筈
二
罷
在
侯
得
ハ
、
必
ス
御
承
知
と
者
奉
存

候
得
と
も
、
尚
僕
よ
り
も
今
一
磨
御
談
じ
仕
候
、
則
僕
二
も
罷
出
候
付
、
先
生

二
も
無
御
遅
刻
御
出
仕
被
下
度
候
、
此
段
為
可
得
貴
意
、
勿
々
頓
首

　
　
十
一
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
〇
㎝
　
囮
0
1
3
－
8
7
）

　
　
編
者
註

　
　
①
北
島
は
前
出
の
北
島
千
太
郎
一
秀
朝
）
。

3
＋
一
月
廿
三
日

一
巻
封
一
「
江
藤
様

大
木
拝
」

今
日
者
晩
七
ツ
時
三
条
殿
へ
参
殿
可
仕
申
上
置
侯
二
付
、
何
卒
左
様
御
承
知
被

下
度
、
附
而
者
彼
ノ
議
事
之
事
篤
ト
申
上
置
度
二
付
、
其
前
見
込
暇
御
打
合
セ

仕
度
御
坐
候
得
ハ
、
後
刻
参
上
御
支
無
御
坐
哉
奉
伺
候
、
以
上

十
一
月
廿
三
日

4
＋
一
月
二
十
五
日

一
巻
封
一
「
江
藤
様

大
木
」

（
一
枚
二
〇
㎝
　
囲
0
1
3
－
8
8
一

昨
夜
ハ
御
世
話
相
成
、
御
橿
申
上
侯
、
今
日
者
何
卒
御
出
仕
被
下
度
、
直
ク
ニ

出
仕
候
付
、
兄
二
も
直
ク
ニ
御
出
仕
奉
願
候

　
　
十
一
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
囲
0
1
3
－
8
9
一

5
＋
一
月
二
十
七
目

塞
封
一
「
江
藤
様

大
木
」

御
紙
面
之
趣
承
知
仕
候
、
實
ハ
少
々
な
ら
只
様
延
引
候
て
而
も
不
可
然
二
付
、

萬
々
御
願
仕
度
御
坐
候
条
、
成
丈
之
義
奉
願
候
、
尚
拝
面
上
、
勿
々
頓
首

　
　
十
一
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
二
〇
㎝
囮
0
1
3
－
9
0
）

6
　
＋
二
月
十
七
日

一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
様

大
木
民
平

急
用
　
　
　
　
」
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態
与
御
知
ら
せ
被
下
奉
謝
候
、
御
苦
努
之
御
義
奉
存
侯
、
併
し
御
苦
努
被
成
侯

ハ
・
萬
事
規
則
相
立
、
無
此
上
義
ト
奉
存
候
、
萬
々
拝
眉
可
申
述
奉
存
侯
得

共
、
深
更
二
及
ヒ
失
敬
仕
候
、
何
れ
萬
緒
拝
顔
上
可
申
述
侯
、
頓
首

　
　
十
二
月
十
七
日

御
頼
申
上
度
品
も
御
坐
候
得
共
、
嚢
中
相
き
ら
し
何
れ
其
内
ト
奉
存
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
二
〇
㎝
　
団
0
1
3
－
9
1
一

　
7
　
＋
二
月
二
十
五
目

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
　
大
木

　
　
　
　
　
　
　
　
急
用
　
　
」

岩
村
被
参
筈
候
と
約
束
仕
置
侯
、
以
上

　
　
十
一
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
9
2
）

　
8
　
〔
年
月
日
不
明
〕

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
　
大
木
」

朝
6
只
今
ま
て
客
磨
封
、
漸
ク
仕
舞
二
付
、
参
上
可
仕
ト
相
心
得
候
、
御
さ

わ
り
無
之
哉
御
尋
仕
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
二
㎝
　
囮
O
1
3
－
9
3
）

　
9
　
四
月
一
日

　
　
霧
封
一
「
江
藤
様
　
　
大
木
」

先
日
者
大
形
千
萬
奉
存
侯
、
今
日
者
参
上
仕
度
、
鳥
渡
御
城
へ
御
用
も
御
坐
侯

二
付
、
只
今
参

朝
仕
候
、
延
引
者
不
仕
候
二
付
、
此
段
申
上
置
候
、
頓
首

　
　
四
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
〇
㎝
団
0
1
3
1
9
4
）

　
1
0
　
〔
年
月
日
不
明
〕

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
大
木
」

別
紙
北
島
其
外
、
御
懸
合
被
下
度
奉
願
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
木

　
江
藤
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
二
〇
㎝
　
困
0
1
3
－
9
5
）

　
1
1
　
＋
二
月
廿
二
日

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
様
　
　
大
木

　
　
　
　
　
　
　
　
急
御
用
　
」

昨
夕
者
大
形
千
萬
奉
存
候
、
銀
箔
之
一
件
、
今
朝
も
や
ま
し
参
り
候
二
付
取
合



％

候
鹿
、
矢
張
り
銅
箔
こ
相
違
ハ
無
之
、
表
面
ハ
黄
金
箔
二
相
違
も
無
之
、
只
火

中
二
没
す
れ
ば
面
目
ヲ
顕
シ
申
候
な
れ
ば
、
銅
箔
之
製
ハ
問
違
も
無
之
、
然
慮

東
京
府
へ
取
入
り
候
義
、
別
二
手
段
有
之
事
ト
洞
察
仕
候
、
最
早
金
も
弐
千
三

四
五
百
両
も
取
集
メ
候
而
ハ
、
不
容
易
候
得
共
、
今
日
中
、
中
島
五
位
二
御
談

合
ハ
御
見
合
セ
被
下
度
、
右
伺
篤
与
御
談
判
之
上
、
同
人
江
御
相
談
可
然
奉
存

　
　
＾
判
読
不
能
一

候
、
　
口
　
御
序
テ
ニ
林
恕
介
、
内
田
彦
四
郎
ナ
ル
者
ハ
、
存
シ
居
被
申
候
儀

丈
ヲ
ザ
ッ
ト
な
に
よ
ら
す
御
尋
問
被
下
度
、
其
上
よ
り
工
面
も
可
有
之
二
付
、

此
段
、
勿
々

　
　
十
二
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
一
㎝
　
配
0
1
3
－
9
6
）

　
　
編
者
註

　
　
①
中
島
五
位
は
徳
島
藩
士
の
中
島
錫
胤
（
一
八
二
九
－
一
九
〇
五
）
。
明
治
元

　
　
　
年
三
月
徴
士
、
刑
法
局
権
判
事
、
閨
四
月
刑
法
官
判
事
、
従
五
位
下
、
明
治

　
　
　
二
年
五
月
兵
庫
県
知
事
、
七
月
中
弁
、
従
五
位
、
明
治
三
年
九
月
岩
鼻
県
知

　
　
　
事
、
明
治
四
年
十
一
月
七
尾
県
権
令
、
十
二
月
飾
磨
県
権
令
、
明
治
六
年
六

　
　
　
月
司
法
省
五
等
出
仕
、
明
治
七
年
一
月
長
崎
裁
判
所
在
勤
な
ど
を
歴
任
し
、

　
　
　
そ
の
後
、
各
裁
判
所
の
所
長
な
ど
を
経
て
明
治
十
七
年
元
老
院
議
官
と
な

　
　
　
る
。

三
三
　
大
久
保
一
蔵
書
翰

1
　
＋
月
十
八
目

　
　
　
　
　
亨
ヱ

　
一
巻
封
一
「
江
東
新
平
様

　
　
　
　
　
　
　
　
急

大
久
保
一
蔵

　
　
　
　
」

過
刻
ハ
御
噺
申
上
候
通
、
今
夕
日
暮
6
條
公
江
参
殿
仕
候
様
承
知
仕
、
先
生
江

も
其
段
御
通
申
上
候
様
与
の
御
事
候
間
、
此
6
早
々
、
頓
首

　
　
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
〇
㎝
　
団
0
1
3
－
9
7
）

　
　
編
者
註

　
　
①
大
久
保
一
蔵
は
、
薩
摩
藩
士
の
大
久
保
利
通
一
一
八
三
〇
－
一
八
七
八
）
。

　
　
　
慶
応
三
年
十
二
月
参
与
、
明
治
二
年
七
月
参
議
、
明
治
四
年
六
月
大
蔵
卿
、

　
　
　
明
治
六
年
十
一
月
内
務
卿
。

　
　
②
條
公
は
既
出
の
三
条
実
美
。

三
四
　
大
久
保
加
賀
守
書
翰

1
　
〔
慶
応
四
年
〕

五
月
十
八
日

昨
日
御
面
會
致
し
候
節
、
吉
野
大
炊
介
抜
擢
之
儀
被
仰
聞
候
鹿
、
御
即
答
之
儀

者
御
差
加
被
下
候
由
、
直
二
決
断
致
し
候
様
、
為
筋
之
儀
御
心
配
被
下
添
存

候
、
不
行
届
之
者
二
侯
得
共
、
御
撰
二
預
侯
段
恭
、
則
今
日
中
都
合
次
第
可
申

付
候
、
此
段
御
報
如
斯
候
、
以
上

　
　
五
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
加
賀
守

　
中
井
半
五
郎
殿

　
三
雲
為
一
郎
殿

追
而
勘
考
致
し
侯
義
も
有
之
、
致
延
引
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
二
〇
㎝
　
囮
0
1
3
－
9
8
一
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編
者
註

①
大
久
保
加
賀
守
は
小
田
原
藩
主
の
大
久
保
忠
礼
一
一
八
四
一
－
一
八
九
七
）
。

②
吉
野
大
炊
介
は
小
田
原
藩
の
家
老
。

③
中
井
半
五
郎
は
鳥
取
藩
士
の
中
井
範
五
郎
（
一
八
四
〇
－
一
八
六
八
）
。
大

　
総
督
府
監
軍
と
し
て
小
田
原
の
幕
府
軍
を
攻
め
る
が
、
小
田
原
藩
兵
に
殺
害

　
さ
れ
た
。

④
三
雲
為
一
郎
（
一
八
三
九
－
一
八
六
八
）
は
佐
土
原
藩
士
。
戊
辰
戦
争
に
際

　
し
て
藩
の
豆
相
別
隊
軍
監
と
な
り
小
田
原
に
駐
す
。
後
、
会
津
攻
撃
で
戦

　
死
。

三
五
　
大
洲
鉄
然
書
翰

1
　
一
一
月
一
一
十
八
日

拝
啓

益
御
清
祥
奉
拝
賀
候
、
此
も
の
盤
兼
而
申
上
候
同
縣
讃
丼
塑
ニ
ニ
御
坐
侯
、
迂

論
数
條
建
言
、
蒙
御
呵
責
度
申
生
道
依
頼
仕
候
、
乍
恐
御
公
暇
二
一
度
拝

謁
ヲ
賜
ヒ
候
ハ
・
畢
生
之
大
慶
二
可
奉
存
候
、
饒
重
言
頭
二
揖
申
候
、
恐
々
謹

言　
　
二
月
二
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錬
然
拝

　
江
藤
殿
下

　
　
　
　
下
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
団
0
1
3
－
9
9
）

編
者
註

①
大
洲
鉄
然
（
一
八
三
四
－
一
九
〇
二
）
は
萩
藩
の
真
宗
僧
侶
。

　
月
、
教
部
省
に
出
仕
。

②
讃
井
逸
三
は
山
口
県
の
讃
井
逸
三
郎
。

関
連
資
料

①
「
讃
井
逸
三
郎
建
言
書
」
一
困
9
1
9
－
5
）

2
　
〔
明
治
五
年
〕

六
月
五
日

明
治
五
年
四

屡
奉
汚
　
尊
問
侯
ハ
深
ク
恐
入
候
共
、
至
情
熱
中
不
得
已
敢
テ
啓
上
仕
候
、
明

蓮
寺
石
舟
淋
下
事
、
撲
直
而
有
志
氣
、
雄
辮
驚
人
ノ
丈
二
乏
ト
雄
モ
、
沈
黙
ニ

シ
テ
能
堪
簸
難
候
、
依
テ
従
来
同
心
強
力
罷
在
候
鹿
、
四
月
中
旬
共
二
拝

命
、
諸
宗
僧
侶
も
若
干
人
拝
　
命
仕
リ
、
中
ニ
ハ
不
堪
其
任
モ
有
之
、
先
月
末

被
為
在
淘
汰
乍
恐
當
然
之
御
儀
ト
奉
在
候
、
然
鹿
石
舟
儀
も
他
緒
流
同
様
遂
二

被
免
候
ハ
、
省
中
之
長
官
未
タ
同
人
之
事
詳
細
御
承
知
無
之
故
欲
ト
奉
存
候
、

或
ハ
真
宗
之
徒
過
多
之
論
モ
有
之
申
然
時
ハ
祠
官
之
徒
一
人
之
免
職
ヲ
不

承
、
何
故
右
等
之
論
有
之
侯
哉
不
審
奉
存
侯
、
将
又
有
実
赦
而
無
私
、
能
称

朝
旨
侯
時
ハ
、
闘
省
祠
官
並
真
宗
之
徒
而
已
ニ
テ
モ
格
別
之
御
妨
者
有
之
間
敷

と
奉
存
候
、
或
疑
フ
総
流
ハ
一
人
ニ
テ
モ
減
シ
其
カ
ヲ
殺
ク
乎
、
然
ル
時
ハ
佛

法
御
活
用
之
御
趣
意
共
相
違
仕
候
様
奉
存
候
、
且
教
部
省
之
盛
二
相
成
侯
所
以

ハ
布
教
之
実
救
二
在
リ
、
布
教
ノ
実
救
ヲ
撃
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
維
流
一
二
名
ノ

多
寡
ハ
非
所
可
論
、
却
而
其
寡
ヲ
可
恨
ト
奉
愚
察
候
、
同
人
事
決
テ
非
不
堪
任

者
、
是
造
同
心
協
力
仕
リ
今
無
故
凡
僧
輩
と
共
二
被
廃
棄
候
而
ハ
、
同
人
之

失
望
ハ
兎
モ
角
モ
、
小
生
共
情
義
ニ
オ
ヒ
テ
安
然
居
残
リ
、
厘
々
壷
カ
モ
難
仕

次
第
二
候
ヘ
ト
モ
、
只
今
辞
職
仕
候
テ
ハ
大
教
院
如
何
ト
又
顧
慮
仕
候
、
乍
恐



祁

吾
々
ノ
事
御
承
知
被
成
下
候
ハ
燭
リ

閣
下
ア
ル
而
已
、
只
今
御
掛
リ
ニ
テ
ハ
無
之
候
得
共
、
最
初
御
立
基
二
候
得

ハ
、
過
日
門
脇
大
丞
殿
へ
教
院
ノ
儀
二
付
自
華
ト
共
二
罷
出
、
愚
論
ヲ
陳
シ
候

節
モ
大
丞
殿
被
申
候
二
、
近
々
ノ
内
江
藤
殿
二
至
リ
熟
議
致
シ
ミ
ル
ヘ
シ
ト
ノ

事
承
リ
候
、
大
丞
殿
参
舘
之
節
、
又
里
一
田
小
輔
殿
其
他
ノ
方
々
へ
　
閣
下
御
一

聲
被
下
度
、
進
退
困
追
ノ
鎗
粗
暴
ヲ
不
顧
、
敢
テ
訴
衷
情
候
、
冒
漬
尊
威
、

僅
催
無
已
、
伏
テ
祈
海
量

　
　
六
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錬
然
頓
首

　
司
法
卿
従
四
位
江
藤
殿
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
事

　
　
編
者
註

　
　
①
明
蓬
寺
は
大
分
県
中
津
市
に
あ
る
真
宗
寺
院
。

　
　
②
門
脇
大
丞
は
鳥
取
県
士
族
の
門
脇
重
綾
（
一
八
二
六
－
一
八
七
二
）
。
明
治

　
　
　
五
年
三
月
教
部
省
四
等
出
仕
、
同
年
四
月
教
部
大
丞
、
八
月
死
去
。

　
　
③
白
華
は
真
宗
大
谷
派
僧
侶
の
松
本
白
華
一
一
八
三
八
－
一
九
二
六
）
。
明
治

　
　
　
五
年
教
部
省
出
仕
、
同
年
九
月
に
東
本
願
寺
法
嗣
現
如
、
石
川
舜
台
、
成
島

　
　
　
柳
北
、
関
信
三
ら
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
宗
教
事
情
視
察
に
行
き
、
明
治
六
年
七

　
　
　
月
帰
国
。

　
　
④
黒
田
小
輔
は
鹿
児
島
県
士
族
の
黒
田
清
綱
（
一
八
三
〇
－
一
九
一
七
）
。
明

　
　
　
治
五
年
五
月
教
部
少
輔
。

3
　
〔
明
治
五
年
〕

＾
巻
封
）

六
月
十
七
日

「
正
四
位
江
藤
殿
閣
下

　
　
　
　
　
　
　
内
呈
ま
て

大
洲
錬
然

」

謹
白
、
過
日
不
顧
失
恭
、
内
願
仕
震
妙
蓮
寺
石
舟
、
一
昨
十
五
日
十
等
出
仕
拝

　
命
仕
候
、
同
人
ハ
固
小
生
造
　
御
寵
遇
拝
謝
無
地
奉
存
候
、
此
上
ハ
一
層
憤

力
　
閣
下
之
英
鑑
ヲ
不
汚
様
尽
力
可
仕
候
、
為
御
檀
上
舘
、
拝
首
、
合
爪

　
　
六
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錬
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
恐
頓
首

　
　
　
？
ヱ

　
正
四
従
殿
閣
下

　
　
　
　
　
　
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
困
O
1
3
－
1
0
1
）

4
　
〔
明
治
五
年
〕

一
切
紙
一
「
上

七
月
二
十
三
日

江
藤
殿

　
　
下
執
事

鐵
然
　
拝

」

　
　
口
上

残
炎
更
熾
二
御
座
候
鹿
、
益
御
清
健
奉
拝
賀
候
、
生
過
日
火
急
二
西
京
行
、
雨

三
日
前
帰
京
仕
候
、
途
上
所
得
新
聞
昏
備
貴
覧
度
拝
趨
仕
候
、
御
電
覧
奉
希
上

候
、
時
候
御
伺
ひ
芽
登
門
仕
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
々
頓
首

　
　
七
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
1
0
2
）
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5
　
〔
明
治
五
年
〕

十
一
月
二
十
五
日

謹
啓
、
過
日
申
上
候
同
縣
讃
井
逸
一
二
事
、
随
分
才
鋒
鋭
敏
之
者
ニ
テ
、
第
一
品

行
正
直
、
世
之
頑
固
君
子
と
申
分
ニ
ハ
無
之
、
弱
冠
之
者
ニ
シ
テ
ハ
能
々
時
勢

二
適
ス
ル
活
護
驚
人
之
論
ヲ
吐
露
シ
、
貴
豪
長
老
二
遇
ト
モ
決
テ
阿
訣
曲
従
杯

不
仕
、
飽
追
自
己
之
所
論
ヲ
主
張
仕
リ
、
又
城
府
ヲ
以
人
二
接
ル
事
ナ
ク
、

十
字
街
中
ヲ
白
日
過
ル
ト
云
風
有
之
候
テ
、
尋
常
浮
薄
之
書
生
ト
同
日
二
論
ス

ヘ
カ
ラ
ス
、
実
二
権
中
轄
下
之
客
二
無
御
座
候
、
甚
　
御
省
ニ
ハ
適
任
之
人
物

ト
愚
考
仕
候
、
元
来
文
才
モ
有
之
、
皇
漢
籍
者
勿
論
、
洋
書
も
可
ナ
リ
ニ
讃

ミ
、
既
二
少
々
翻
訳
杯
致
候
、
併
シ
此
を
以
相
進
候
分
ニ
ハ
絶
テ
無
之
、
讃
井

生
も
事
務
上
之
望
ニ
テ
、
司
法
省
ヲ
以
テ
一
部
ノ
活
律
書
ト
認
メ
、
専
ラ
活
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
兵
カ
一

活
見
ヲ
聞
ク
趣
意
ニ
シ
テ
、
所
謂
十
年
口
書
ヲ
読
ハ
百
戦
陣
二
臨
ノ
士
二
不
如

ト
云
フ
持
論
二
候
ヘ
ハ
、
其
才
鋒
品
行
ト
ヲ
以
テ
今
一
層
實
際
上
二
臨
、
之
ヲ

磨
働
為
致
候
時
盤
、
乍
恐
後
来
國
家
之
一
器
物
を
可
期
候
、
尤
も
来
事
ハ
昏
上

之
論
ト
ハ
大
二
格
別
ナ
ル
コ
ト
申
モ
擬
二
御
座
候
得
共
、
先
暫
時
試
補
同
様
微

官
ニ
テ
可
然
慮
へ
出
仕
被
仰
付
度
奉
懇
願
候
、
若
此
申
上
候
ハ
同
縣
者
二
私
二

仕
リ
侯
様
相
聞
候
へ
共
、
四
海
一
家
モ
ト
ヨ
リ
親
疎
之
間
嫌
疑
を
避
候
も
、
却

テ
公
明
正
大
之
論
二
無
御
座
侯
間
、
只
唯
為
國
家
其
親
を
不
捨
微
意
二
御
座
候

間
、閣

下
徳
量
幸
二
賜
酒
容
奉
拝
祈
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
僅
誠
憧

　
　
十
一
月
念
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
洲
鐵
然
百
拝

　
正
四
位
司
法
卿
江
藤
殿

下
執
事

6
　
二
月
二
十
一
目

一
一
綴
二
六
㎝
　
団
0
1
3
－
1
0
3
一

奉
拝
賀
候
、
過
日
来
御
所
労
之
趣
乍
畏
爾
後
拝
伺
も
不
仕
、
失
敬
之
段
奉
恐
謝

候
、
頃
日
者
御
容
躰
如
何
被
為
在
候
哉
、
御
保
養
専
要
奉
存
候
、
此
品
軽
微
之

至
二
候
邊
共
、
御
見
舞
之
印
造
二
奉
呈
仕
候
、
御
叱
納
被
成
下
候
ハ
・
難
有
奉

存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
々
頓
穎

　
　
二
月
念
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
靖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
洲
鐵
然

　
江
藤
先
生

　
　
　
　
　
侍
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
七
㎝
団
0
1
3
－
1
0
4
一

7
　
四
月
八
日

一
巻
封
一
「
江
藤
様

閣
下

大
洲
鐵
然

木
下
　
靖

　
　
各
拝
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
判
読
不
能
一

昨
賜
手
書
折
節
不
在
不
奉
答
多
罪
奉
陳
謝
候
、
御
病
人
様
□
憧
二
拝
承
侯
、

私
今
日
東
校
へ
参
リ
シ
カ
ト
相
頼
置
侯
間
、
何
時
御
入
院
被
成
侯
而
も
よ
ろ
し

く
、
此
段
申
上
侯
、
他
拝
面
、
萬
申
上
候
、
草
々
謹
白
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